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四
十
七
年
度
予
算
決
ま
る

第
一
固
定
例
町
議
会
は
三
月
十
日
か
ら

十
七
日
ま
で
関
か
れ
、
新
年
度
予
算
を
ど

議
案
二
十
四
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計
な
ど

四
件
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
っ
た
お
も
な
こ
と
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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四
議
員
か
ら
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第
こ
の
議
会
で
町
政
に
対
し
四
議
員
か

川
ら
一
般
質
問
が
あ
り
、
町
長
と
教
育
長

川
が
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
ま
し
FM。

川
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

酬
。
林
産
資
源
の
価
格
が
低
下
し
て
い
る

酬
が
、
町
有
力
ラ
松
林
の
評
価
は

1
町
に

川
は
現
在
六
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
約
四
百

川
六
十
立
方
幻
の
蓄
積
)
あ
る
が
、
価
格

川
は
一
千
万
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
o

U

伐
採
し
た
あ
と
は
ト
ド
松
を
植
え
る

ト
考
え
だ
。

;
〈
V
改
良
ポ
プ
ラ
植
栽
者
の
育
成
を
I
闘

係
団
体
と
も
協
議
し
、
植
栽
者
向
不
利

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
い
。

〈
〉
町
内
に
ス
キ
I
場
を
新
設
す
る
意
図

は
l
ア
ル
ペ
ン
コ

l
ス
は
困
難
だ
が
、

一
3

一

一
織
一

一

円

H

一

一
弁
ヌ
一

一
の
一

一
会
A

一

一
議
一

〈
〉
四
十
七
年
度
香
会
計

予
算
一
般
会
計
七
億
六
千

三
百
十
三
万
円
特
別
会

計
三
億
六
千
九
百
十
万

六
千
円
で
総
額
十
一
億

三
千
二
百
二
十
三
万
六

千
円
に
な
り
、
前
年
度

と
比
べ
一
般
会
計
で
三

五
・
八
%
、
特
別
会
計

で
二
七
・
八
%
の
増
で

す
。
(
詳
し
い
内
容
は

三
、
四
、
五
ペ
ー
ジ
で

特
集
し
て
い
ま
す
)

〈
〉
四
十
六
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

七
百
二
十
三
万
三
千
円

が
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
は
六
億
八
千
五
十
五

万
一
千
円
に
な
り
ま
し

た
追
加
の
お
も
な
も
の

は
、
財
政
調
整
基
金
積

立
金
に
千
百
四
十
一
万

円
、
学
校
備
品
購
入
に

三
百
二
十
七
万
五
千
円
、

国
保
梅
設
勘
定
負
担
金

パ
釘
'

事I

般
質
問

三
十
れ
級
ジ
ャ
ン
プ
台
の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
。
小
中
学
生
の
体
位
向
上
の

た
め
基
礎
的
な
ノ
ル
デ
イ
ソ
ク
に
も
力

を
入
れ
た
い
。

〈
〉
美
剃
河
、
花
石
地
区
の
交
通
安
全
対

策
は

1
花
石
市
街
地
は
七
月
か
ら
毎
時

四
十
J
に
速
度
制
限
さ
れ
、
見
通
し
の

悪
い
美
利
河
駅
前
の
町
道
に
は
カ

l
プ

ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
。

。
老
人
医
療
費
の
無
料
化
に
伴
う
老
人

対
策
は
l
入
院
患
者
が
ふ
え
て
い
る
が

老
人
ア
パ
ー
ト
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
を
検
討
し
対
処
し
た
い
。

A
V
国
保
院
病
の
総
合
病
院
と
し

τの
進

め
方
は
l
施
設
の
拡
充
、
医
帥
、
看
護

婦
の
確
保
を
図
り
つ
つ
総
合
医
療
セ
ン

リ
で
す
が
、
こ
の
議
案
の
提
案
権
は

町
長
、
議
員
の
双
方
に
あ
る
も
の
、

あ
る
い
は
、
町
長
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ

に
専
属
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

マ
条
例
(
国
の
場
合
の
法
律
に
当
た

る
も
の
)
を
設
け
、
ま
た
は
改
廃

す
る
こ
と
。

マ
予
算
を
定
め
る
こ
と
、

マ
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
。

マ
法
律
な
ど
で
定
め
て
い
る
以
外
の

第 1固定

例町議会

に
五
十
万
円
、
消
防
自
動
車
購
入
に
三

十
万
円
、
戸
籍
備
品
購
入
に
一
二
十
万
九

千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

除
雪
機
械
借
上
料
百
四
十
四
万
一
千
円
、

老
人
医
養
扶
助
費
九
十
五
万
九
千
円
な

ど
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
町
税
二
百
十

八
万
五
千
円
、
地
方
交
付
税
二
百
三
万

五
千
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

〈
〉
四
+
六
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
療
養
給

付
費
な
ど
八
百
六
十
四
万
四
千
円
が
追

加
さ
れ
総
額
一
億
七
百
八
十
二
万
七
千

円
に
、
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
積
立
金

な
ど
五
十
二
万
七
千
円
が
追
加
さ
れ
総

額
千
三
十
六
万
円
に
、
種
川
簡
易
水
道

会
計
で
は
七
万
四
千
円
が
減
額
さ
れ
二

弓
百
十
九
万
一
一
千
円
に
な
り
ま
し
た
0

0
特
別
職
の
報
酬
額
、
給
料
額
の
改
定

特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
よ
り

四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
(
カ
y
コ
内
は
改
定
前
)

議
長
月
額
三
万
五
千
円
(
三
万
二
千

円
)
副
議
長
三
万
円
(
二
万
七
千
円
)

議
員
二
万
八
千
円
(
二
万
五
千
円
)

選
挙
管
理
委
員
長
年
額
三
万
円
(
二

万
円
)
同
委
員
二
万
五
千
円
二
万
五

千
円
)
農
業
委
員
会
及
び
教
育
委
員
会

タ
l
的
な
内
容
に
整
え
て
い
く
。

〈
〉
国
鉄
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
問
題
に
つ
い

て
の
対
策
は

l
私
(
町
長
)
は
、
道
町

村
会
的
理
事
、
瀬
棚
線
廃
止
反
対
期
成

会
長
に
も
な
っ
て
お
り
、
関
係
町
と
連

係
を
と
っ
て
反
対
運
動
を
進
め
て
い
く
。

O
専
任
の
交
通
安
全
指
導
員
を
配
置
す

る
考
え
は
な
い
か

1
現
在
、
道
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
指
導
員
が
一
名
い
る
が
、
さ

ら
に
研
究
し
た
い
0

0
高
速
道
路
誘
致
運
動
に
対
す
る
見
解

は

1
道
南
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
が
、
今

後
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

。
本
町
の
道
徳
教
育
の
あ
り
方
は

1
教

科
書
が
な
く
教
師
に
任
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
本
町
は
桧
山
管
内
で
も
進
ん
で
い

る
方
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
生
活
指
導
と

と
も
に
ス
ラ
イ
ド
、

V
T
R
な
ど
視
覚

に
訴
え
る
教
育
を
充
実
し
て
い
く
。

課
税
や
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
の

徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

マ
条
例
で
定
め
る
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
。

マ
条
例
で
規
定
し
て
い
る
範
囲
(
一

般
的
に
定
め
て
い
る

も
の
)
以
外
の
財
産

の
取
得
、
ま
た
は
処

分
に
関
す
る
こ
と

マ
負
担
つ
き
の
寄
付
、
ま
た
は
贈
与

を
受
け
る
こ
と
。

マ
法
律
を
ど
に
よ
り
議
会
の
権
限
に

属
す
る
事
が
ら

の
委
員
長
年
額
六
万
円
(
五
万
円
)
副

委
員
長
五
万
五
千
円
(
四
万
五
千
円
)

同
委
員
五
万
二
千
円
(
四
万
二
千
円
)

監
査
委
貝
町
議
会
選
出
者
年
額
四
万

五
千
円
(
三
万
五
千
円
)
学
識
経
験
者

五
万
同
(
四
万
円
)

町
助
役
月
額
十
七
万
円
(
十
四
万
円
)

収
入
役
及
び
教
育
長
十
五
万
円
(
十
二

万
円
)

〈
〉
町
税
条
例
の
一
部
改
正

固
定
資
産
税
二
期
的
納
期
が
五
月
か

生
月
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

〈
〉
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
守
司

国
保
病
院
内
定
数
が
四
十
四
人
か
ら

五
十
人
に
な
り
ま
し
た
。

命
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

葬
祭
給
付
費
が
二
千
円
か
ら
五
千
円

615，802，849 
607，398，196 
8，404，653 

-
96，816，131 
91，714，510 
5，101，621 

入

出

額

歳

歳

残

計

国保事業勘定

会般

骨耳

U
国
民
健
康
保
険

金
計
事
推
勘
定
(

一
億
二
千
七
百
十

八
万
七
千
円
)

四
千
五
百
十
八

万
四
千
円
の
国
民

健
康
保
険
税
と
七

千
七
百
九
十
万
二

千
円
の
国
原
支
出

盆
が
お
も
な
財
源

です。保
険
税
は
、
医

探
単
価
の
値
上
り

な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
当
初
に
比
べ

一
二
・
八
%
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
療
養
、
助
産
、
葬
祭
な

ど
の
保
険
給
付
費
に
一
億
一
千
七
百
七

十
四
万
三
千
円
、
保
健
婦
設
置
費
に
一
一

百
六
十
万
六
千
円
、
短
期
人
間
ド
y
ク

委
託
料
に
二
十
六
万
七
千
円
な
ど
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定
(
二

億
二
千
七
百
四
十
四
万
八
千
円
)

お
も
な
収
入
は
、
入
院
、
外
来
な
ど

の
医
業
収
益
一
億
八
千
四
百
三
万
五
千

円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
一
千
百

八
十
万
円
、
借
入
金
二
千
四
百
二
十
万

同
な
と
で
、
人
件
費
や
薬
品
な
ど
の
医

業
費
用
一
億
七
千
六
百
六
十
八
万
五
千

円
、
資
本
的
支
出
の
病
棟
増
築
費
三
千

七
百
七
十
六
万
円
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
用
器
機
購
入
費
四
百
九
十
二
万
三

画保病院を増築

特別会計のあらまし

h
乍
り
ま
し
た
。

。
病
院
事
換
の
設
置
条
例
の
一
部
改
正

診
療
科
目
に
整
形
外
科
が
加
え
ら
れ

申
6
1
v
た

，，e
 

〈
〉
国
保
病
院
使
用
条
例
の
一
部
改
正

診
断
書
料
が
三
百
同
、
身
体
障
害
省

診
断
書
料
が
六
百
同
に
な

q
ま
し
た
。

〈V
四
十
五
年
度
各
会
計
決
算

一
般
会
計
な
ど
回
会
計
の
決
算
が
別

表
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
額
は
二
千
八

百
十
万
四
千
五
百
九
十
七
円
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
う
ち
六
百
九
十
八
万
三
千

円
を
基
金
に
繰
り
入
れ
し
、
二
千
百
十

二
万
一
千
五
百
九
十
七
円
が
四
十
六
年

度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

品

τ'

176，050，958 
161，715，961 
14，334，997 

入
山
』
額

収

支

残

国保施設勘定

十

T 

簡易水道会計

A u 

翌年度繰越

21，121，597 
基金繰入ti.

9，460，241 
9，196，915 
263，326 

898，130，179 
870，025，582 
28，104，597 

入

出

額

歳

歳

残

入

出

額

歳

歳

残

百十

千
円
主
ど
に
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

〈
〉
簡
易
水
道
事
喋
会
計
(
千
二
百
七
十

万
八
千
円
)

水
道
使
用
料
六
百
八
十
五
万
四
千
円

工
事
負
担
金
百
九
十
一
万
円
、
繰
入
金

三
百
五
十
万
円
が
お
も
な
歳
入
で
、
人

件
昔
、
使
用
料
徴
収
委
託
料
な
ど
総
務

費
に
四
百
十
三
万
円
、
原
材
料
費
に
三

百
二
十
五
万
九
千
円
、
給
水
工
事
費
に

百
八
十
七
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

〈V
種
川
簡
易
水
道
事
業
会
計
(
百
七
十

六
万
三
千
円
)

水
道
使
用
料
九
十
万
円
、
繰
入
金
六

十
三
万
一
千
円
が
お
も
な
歳
入
で
、
総

務
費
に
八
十
五
万
九
千
円
、
給
水
工
事

費
に
十
一
万
五
千
円
な
ど
が
支
出
さ
れ

ま
す
。

ワ

議
会
の
権
限
に
は
、
議
決
権
、
選

挙
権
、
監
査
権
、
意
見
書
提
出
栓
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
議
決
権
は
、
議
会
が
可

否
を
議
決
し
て
町
の
意
思
を
決
め
な

け
れ
ば
な
ら
な

い

も

の

で

、

自

議

会

の

権

限

と

議

決

事

項

治
法
的
上
で
十

四
項
目
の
重
要
事
項
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

権
限
で
あ
る
と
同
時
に
義
務

で
も
あ
る
わ
け
で
オ
。

お
も
な
事
項
は
次
の
と
お

加入しょ

“スポーツ障害保険"
安心してスポーツを楽しみ

ませんか。冷すぐ公民館で

手続きしてください。
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と
し
の
予
算
は
、
町
の
基
本
方
針
で
あ
る
①
人
間
尊
重
の
福
祉
行
政
②
快
適
な

城
境
づ
く
り
③
豊
か
な
産
業
の
育
成
④
教
育
施
設
の
整
備
ー
を
実
現
す
る
た
め
積
極

的
な
編
成
を
し
、
投
資
的
経
費
は
、
三
億
二
千
九
百
五
万
五
千
円
(
全
体
の
四
三
・

一
%
)
で
前
年
に
比
べ
五
三
・
一
%
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
た
め
経
常
経
費
の
抑
制
に
一
層
努
的
、
行
政
効
果

を
高
め
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

歳
入
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
約
半
分
町
三

億
六
千
二
百
五
万
三
千
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

L
町
税
は
、
町
民
税
が

諸
控
除
の
引
き
上
げ
で
約
百
五
十
万
円
め
減
税
と
主
り
、
自
然
増
を
見
込
ん
で
も
八

千
百
九
十
六
万
九
千
円
と
、
全
体
的
一

0
・
七
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

予
算
が
ど
の
よ

7
に
使
わ
れ
る
か
、
そ
の
お
も
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

み/

P
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教

消防賞13，752千肉(J，8%) 

商工費・その他
11，224千円

( 1.5%) 

土木費

96，534千円
(12.6%) 

か

山村開発襲、隔離病舎を新築

"l .. 

農林水産業費

158，221千円
(20.7%) 

総務費

115，589千円
(15.1%) 

の な

ぐ
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〔

のし

1 00万円

b交通安全道路防護きくなど設置事業62万円

な

b花石地区簡易水道設計委託

快適

環境づぐり

45万円

b北部桧山衛生センター組合負担1， 237万円

b交通安全指導員制服など購入

教育施設

整備の

なIJ為豊

産業の育成品
1，2 34万円b除雪など町道維持

人間尊重

福
b光台線改良、昭和線、旭線歩道設置及ぴ舗装

祉の
2，9 74万円事業

司す
2，4 3 5万円b中央線、南線街路事業

4，5 9 9万円b今金小改築事業1，8 2 8万円b野菜加工施設設置事業補助5，32 0万円b山村開発センター建設事業1>栄、鉄道、保健所、宮前線排水溝整備事業

126万円じ〉今金小通学路整備4 0 0万円b共同模範牧場経営費負担1，7 8 3万円b隔離病舎新築事業456万円

1 6 0万円b今金小旧校舎解体1 30万円b農業労務需給調整対策補助1，0 1 2万円b老人医療扶助費6 9万円b美利河地区河川護岸事業

8 0万円p学力向上対策協議会交付金5 0万円8 3万円 l't>産業まつり負担1>老人クラブ新設及び補助741万円b上濁川橋掛け替え事業

7 0万円b種JI[小火災報知器設置事業147万円4 5万円Yb北部桧山総合かんは。い推進負担b老人家庭奉仕員業務委託4，649万円b豊田橋掛け替え事業

3 5万円b豊田中火災報知器設置事業

1>理科、産業教育、特殊学級備品

115万円b全町連絡図作成525万円b児童手当扶助費6 0万円b下金原橋地質調査

1>46年発生災害復旧事業 34 3万円6 6 4万円b林業構造改善追加事業補助5 6万円1>新設季節保育所などの備品購入7 3 2万円

3 9万円b理科、産業教育、特殊学級備品購入2 ，2 4 1万円t>畑の沢林道開設事業

b町有林造成事業

45万円b心身障害者家庭奉仕員業務委託

1>種川生活館建設事業

220万円b公営住宅修繕料

2 3 0万円

6 5万円

じ〉社会教育交付金

bスキー場用地購入

7 5 5万円

1 5 0万円

5 0 0万円

b商工会補助

143万円't>信用保証協会予託金

1，08 6万円

2 0万円b種川遊園地整備事業

じ〉町づくり運動推進

1 0万円

5 1万円

5 5 5万円

b防犯灯新設事業

b白石農免道路事業負担金

b消防備品購入
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明るく愛情豊かな町政を

3月1日日から開かれた第 1固定例町議会で、河

端町長は本年度の町政執行方針を次のとおり明ら

かにしま Lた。そのあらま Lを紹介Lます
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用
地
買
収
な
ど
計
画
し
、
さ
ら
に
中
央

線
内
街
路
事
業
は
五
カ
年
を
目
途
と
し

て
、
本
年
は
用
地
内
取
得
、
支
障
物
件

の
移
転
な
ど
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し

た。
本
町
内
舗
装
率
は
極
め
て
低
く
、
交

通
安
全
対
策
や
保
健
衛
生
上
か
ら
も
最

重
点
整
凧
と
し
て
推
進
を
要
す
る
問
題

で
あ
り
、
昭
和
線
、
旭
線
の
舗
装
化
を

予
算
措
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
市
街
地
に
お
け
る
排
水
溝
の

整
備
は
環
境
衛
生
上
か
ら
四
カ
所
の
整

備
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

冬
期
間
的
交
通
確
保
の
た
め
除
雪
機

械
を
強
化
し
、
住
民
的
日
常
生
活
、
生

産
活
動
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
昨

年
よ
り
十
J
程
度
延
妄
計
画
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

道
々
昇
格
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
機

能
、
資
厳
開
発
上
か
ら
も
旭
台
線
、
金

原
線
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
白
石

農
免
道
路
は
本
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画

で
道
費
に
よ
り
改
良
さ
れ
る
こ
と
に
な
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園…鐙

町
長
が
町
政
執
行
方
針
を
表
明

私
は
、
昨
年
町
長
に
鵡
任
し
て
以
来

明
る
く
住
み
よ
い
今
金
町
建
設
を
目
標

に
、
真
に
町
民
の
た
め
の
町
政
を
実
現

す
る
よ
う
最
大
の
努
力
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
間
、
議
会
を
は
じ
め
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
わ
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
来
の
絞
済
不
況
は
-
、
税
収
の
伸

び
悩
み
、
地
方
交
付
税
の
減
な
ど
地
方

財
政
的
危
機
を
招
来
す
る
に
至
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
が
と
句
れ
た
非

常
措
置
に
よ
り
そ
的
運
営
に
大
き
な
支

障
が
な
く
、
四
十
七
年
度
に
も
地
方
債

を
主
体
と
し
た
特
別
対
策
ゃ
、
国
的
一

般ム
F
計
か
ら
の
臨
時
特
別
交
付
金
な
ど

に
よ
り
、
地
方
財
源
は
お
お
む
ね
確
保

さ
れ
る
見
通
じ
で
す
。今
後
的
経
済
予
測
に

よ
り
ま
す
と
、
輸
出
の

停
滞
、
設
備
投
資
的
低

迷
な
ど
総
需
要
は
な
お

停
滞
基
調
で
進
む
も
の

叫
と
み
ら
れ
て
お
り
、
早

急
の
好
転
は
認
め
ら
れ

な
い
観
測
が
有
力
で
す
。

こ
の
よ
う
な
諸
情
勢

か
ら
、
一
層
的
効
率
的

な
財
政
運
営
に
努
め
る

な
ど
、
き
び
し
い
姿
勢

4 

り
ま
し
た
。

第
三
は
、
豊
か
な
産
業
の
育
成
で
あ

り
ま
す
。

今
日
の
農
業
は
米
の
需
給
、
一
農
業
構

造
、
農
産
物
価
格
な
ど
種
々
重
要
な
問

題
が
当
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対

処
す
る
た
め
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
て

農
業
の
構
造
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

昨
年
全
道
的
に
不
作
町
中
で
、
本
町

が
平
年
並
み
の
作
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は

農
業
者
向
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
関
係
機
関
の
適
切
な
指
導
に
も
深
く

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

生
産
調
盤
も
本
年
で
第
三
年
次
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
町
の

地
域
性
を
生
か
し
将
来
と
も
基
本
的
に

米
作
地
帯
と
し
て
そ
の
方
向
を
明
ら
か

で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
財
政
需
要
は
山
積
す
る
諸
問

題
で
多
様
化
し
て
お
り
、
住
民
福
祉
向

上
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
、

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
決
意
を
新
た

に
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

基
本
方
針
の
第
一
は
、
人
間
尊
重
を

目
ざ
す
福
祉
行
政
で
あ
り
手
す
。

経
済
の
進
展
に
よ
っ
て
社
会
機
構
が

複
雑
か
つ
巨
大
化
し
て
ま
い
り
、
社
会

的
、
経
済
的
、
精
神
的
に
恵
ま
れ
な
い

人
々
に
対
す
る
配
慮
が
ま
す
ま
す
必
要

と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
人
口
町
老
齢
化
現
象
に
よ
り

老
人
対
策
が
焦
び
の
急
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
単
に
保
護
的
対
策
に
と

ど
ま
ら
ず
、
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を

確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

町
で
は
、
医
療
の
無
料
化
を
所
得
制

限
な
し
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
な
お

老
人
福
祉
施
設
の
建
設
な
ど
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
寝
た
き
り
老
人
、
ひ
と
り
暮

し
の
老
人
な
ど
経
済
繁
栄
に
と
り
残
さ

れ
た
人
々
に
対
し
、
老
人
家
庭
奉
仕
貝

の
派
遣
、
健
康
診
断
の
実
施
、
進
ん
で

に
し
、
こ
れ
に
添
っ
た
誘
導
政
策
を
推

進
す
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
所
得
の
拡
大
に
は
地
域
内
特

性
に
応
じ
た
体
質
に
改
善
す
る
た
め
、

ア
ス
パ
ラ
そ
の
他
特
産
物
の
加
工
に
も

積
極
的
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
進
共
同
利
用
模
範
牧
場
は
本
年
で

完
成
の
予
定
で
す
。
こ
の
施
設
を
通
じ

て
乳
牛
肉
増
殖
や
多
頭
化
が
推
進
で
き

経
営
の
合
理
化
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大

で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
未
利
用
地
の
開
発
を
は
じ
め

第
二
次
構
造
改
善
、
草
地
造
成
改
良
な

ど
、
経
営
地
内
拡
大
と
土
地
基
盤
整
備

を
実
施
し
て
土
地
生
産
力
円
増
強
を
図

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
.

七
五
%
以
上
司
土
地
を
有
す
る
林
業

で
は
、
均
衡
の
と
れ
た
森
林
地
帯
の
形

成
と
資
源
の
増
大
を
図
る
た
め
、
林
業

構
造
改
善
追
加
事
業
向
実
施
と
造
林
事

業
の
育
成
に
努
力
し
た
い
所
存
で
す
。

商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
小
企

業
向
健
全
な
経
営
を
促
進
す
る
た
め
、

参
加
で
き
る
老
人
ク
ラ
プ
の
増
設
な
ど

配
婚
し
ま
し
た
。

心
身
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
社
会
復

帰
を
促
進
し
、
重
度
の
人
に
は
家
庭
奉

仕
員
を
し
て
援
助
す
る
考
え
で
す
。

さ
ら
に
、
昼
所
得
者
に
も
自
立
更
生

町
援
助
を
図
る
と
同
時
に
、
低
所
得
者

住
宅
十
二
戸
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。欠
員
中
だ
っ
た
保
健
婦
は
、
二
人
確

保
町
見
通
し
を
得
ま
し
た
の
で
、
保
健

指
導
に
威
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
地
党
の
要
望

を
勘
突
し
、
神
丘
、
田
代
に
も
開
設
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
要
請
し
て
い
ま
し
た
種
川

第
二
は
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
で
あ

り
ま
す
。
花
石
地
区
は
、
以
前
か
ら
飲
料
水
不

適
と
し
て
監
督
庁
か
ら
指
摘
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
地
区
の
自
手
的
意
欲
が

践
り
上
っ
て
い
ま
す
の
で
、
認
可
申
請

を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
委

託
設
計
貨
を
計
上
し
、
事
業
の
着
工
は

四
十
八
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、
事

故
の
原
因
は
究
極
的
に
は
人
、
車
お
よ

.. ， 
道
信
用
保
証
協
会
予
託
金
を
増
額
し
、

金
融
の
緩
和
を
図
り
ま
し
た
。

本
町
は
、
過
疎
町
村
に
指
定
さ
れ
な

い
ま
で
も
人
口
は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
新
し
い
工
場
を
誘

致
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
工
場
進
出
の
情
報
は
あ
〈
、
必
要

な
用
地
、
受
入
態
勢
な
ど
引
き
続
き
推

進
す
る
所
存
で
す
。

第
四
は
、
教
育
施
設
の
整
備
と
人
づ

く
り
で
あ
り
ま
す
。

第
三
年
次
を
迎
え
た
今
金
小
の
改
築

は
、
本
年
度
体
育
館
を
建
設
し
ま
す
が

補
助
起
債
の
獲
得
に
さ
ら
に
努
力
し
、

早
期
完
成
す
る
よ
、
ワ
配
慮
し
ま
す
。

住
官
小
体
育
室
建
設
は
、
目
下
起
債

申
請
中
で
あ
り
見
通
し
を
得
た
上
で
予

算
措
置
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

生
活
館
建
設
が
認
め
ら
れ
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
強
力
な
運
動
で

鋭
意
努
力
し
て
い
た
と
こ
ろ
北
海
道
で

た
だ
ひ
と
つ
本
町
に
決
定
を
み
た
の
で

あ
り
ま
す
。
建
設
の
位
置
や
規
模
は
、

議
会
と
も
協
議
を
し
て
推
進
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

国
保
病
院
は
良
好
な
経
営
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
患
者
収
容
の
限
界
を
こ
え

て
運
営
に
支
障
が
少
な
く
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
十
八
床
円
増
床

と
隔
離
病
棟
の
改
築
に
つ
い
て
要
請
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
認
め
ら
れ

ま
し
わ
。
今
後
も
本
町
町
医
療
叱
ン
タ

ー
と
し
て
、
さ
ら
に
は
北
部
桧
山
の
基

幹
病
院
と
し
て
計
画
的
に
終
備
し
て
い

く
所
存
で
す
。

ぴ
道
路
の
交
通
環
境
内
終
備
を
図
る
こ

と
で
す
。
人
命
尊
重
の
立
場
か
ら
も
事

故
防
止
に
つ
い
て
積
極
的
に
総
合
的
な

諸
対
策
を
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
度
は
、
昭
和
線
、
旭
線
の
歩
道

新
設
を
は
じ
め
、
緑
町
内
第
一
幹
線
川

道
路
防
設
さ
く
設
置
、
町
迫
ー
の
道
路
標

識
の
設
置
な
ど
計
画
し
ま
し
た
。

防
犯
灯
は
以
前
か
均
一
計
画
的
に
施
設

し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
十
カ
所

の
新
設
を
考
慮
し
ま
し
た
。

道
路
橋
梁
の
加
技
術
で
は
、
継
続
事
業

向
畑
の
沢
林
道
開
設
、
盟
国
橋
掛
け
替

え
、
光
台
帥
悼
の
改
良
な
ど
、
町
単
独
事

業
と
し
て
よ
濁
川
橋
掛
け
替
え
、
下
金

原
橋
.
の
地
質
調
査
、
町
道
南
線
の
道
路

中
学
校
統
合
は
、
教
育
効
呆
d

一一両仇

る
た
均
ゆ
る
、
が
せ
に
で
き
正
せ
ん
。
国

来
構
怨
を
慎
重
に
考
慮
L
、
L
h
育
委
国

会
と
も
議
を
求
め
慎
重
に
推
進
す
る
耳

存
で
す
学
校
伊
仙
品
そ
の
他
的
整
備
に
つ
い

て
も
不
十
分
な
が
ら
意
を
払
っ
た
ご

ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
近
内
経
済
発
展
に
土
り
'
問
疎
札

の
現
象
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
将
事

に
を
大
な
影
響
き
及
ぽ
す
こ
と
を
憂
闘

す
F

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
教
由

で
の
指
導
強
化
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

ご
の
た
め
、
社
会
教
育
指
導
員
を
酔

官
L
、
成
人
の
研
摩
を
積
乙
機
会
を
ム

や
す
よ
う
努
め
て
ま
い
つ
ま
す
。

以
上
、
四
+
七
年
皮
肉
執
行
方
針
券

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
町
政
的
執
行
に

当
主
つ
て
は
信
ず
る
と
三
ろ
勇
断
を
さ

J

て
臨
む
と
し
と
も
に
、
惰
性
に
陥
る
と

と
の
な
い
よ
う
深
〈
戒
め
、
心
を
新
た

に
し
て
明
る
く
愛
情
豊
か
な
町
政
に
と

ん
身
配
努
力
を
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す

-挺産婦と乳幼児に栄養食品を支

給

町では、町民税均等割以下の世

帯と未熟児世管に母子栄養食品(

ミルク)を支給Lています。

支給期聞は!、妊婦6カ月、産婦

3カ月、乳幼児生後4カ月以後9

カ月です。

役場町民課で取り扱っています

ので、気軽に申し出てください。

圃国保被保険者証の検認をお忘れ

なく

国民健康保険被保険者証(手帳)

の検認は4月13日から各部落に出

向いて実施しています。

被保険者の資格や異動などの状

況を再確認するために行なわれる

もので、検認済スタンプのない被

保険者証は、 5月1日以降使用で

きません。必ず4月中に検認を受

けて〈ださい。

.商業統計調査に協力を

商底的分布状況、商業活動的実

態を明らかにする商業統計調査は

5月1日現在で実施されます。

全園内商屈が対象で2年ごとに

実施されており商工施策の基礎資

料になっています。

近く調査員が、各商庖を訪問し

ますの4ご協力願います。
園出かせぎ者は手帳の交付を

これまで1カ月以上出かせぎす

る人は、職業安定所で出かせぎ労

働者手帳を交付して H まLたが、

4月から役場情祉労政課?すイ寸L

ます。

出かせぎ期間中の事故防止のた

め、失業保険受給訟を持参の上、

必ず受けてください。

この手帳を受けますと、失業保

険申請時的被扶養者証明をとらな

〈てもよい、ことになります。
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日
ご
ろ
か
ら
正
し
い
し
つ
け
を

交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

n
新
入
学
児
童
を
守
ろ
う
。
と
、
四

月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
春
の
交
通
安

全
運
吾
酬
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
幼
い
お
子
さ
ん
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
運
動
期
間
中

だ
け
で
な
く
、
な
ん
と
い
っ
て
も
常
日

ご
ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
塞
庭
に
お
い
て

お
か
ち
さ

ιな
与
の
は
だ
の
ふ
れ
合
い

〔第 166)111111111川 111111111111111111[1111111111111111111111111広報いま

を
通
じ
、
正
し
い
交
通
の
し
つ
け
を
し

て
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

具
体
的
な
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
、
実
際
の
指
導
に
あ
た
っ
て

次
の
こ
と
を
参
考
に
お
子
さ
ん
を
交
通

事
故
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
学
校
の
行
き
帰
り
v

マ
必
ず
決
め
ら
れ
た
通
学
路
を
通
ら
せ

400 

マ
遅
れ
て
あ
わ
て
た
り
、
忘
れ
も
の
を

と
り
に
帰
っ
た
り
し
な
い
よ
う
登
校

は
時
間
に
余
裕
を
も
た
せ
、
勉
強
道

具
、
時
間
割
は
寝
る
前
に
そ
ろ
え
る

よ
う
習
慣
づ
け
る
。

内
横
断
〉

マ
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
場
合
、
必

ず
波
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

教
え
る
。

マ
手
を
上
げ
て
、
渡
る
と
い
う
意
思
表

示
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

マ
一
台
向
車
が
止
ま
っ
て
も
、
追
い
越

し
の
車
に
注
意
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
指
導
す
る
。

〈
雨
降
り
V

V
手
に
も
の
を
持
た
せ
ず
身
軽
に
し
、

か
さ
は
前
に
か
た
む
け
て
き
さ
な
い

よ
う
に
さ
せ
る
。

/
f
S
7
金
で
も
運
転
免
許
証

吏
新
時
講
習
会

運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
と
き
に
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
講
習
会
は
、
五

月
か
ら
町
単
位
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
今
金
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。
場
所
は
公
民
館
の
予
定
。

五
月
九
日
、
七
月
十
八
日
、
八
月
十

七
日
、
九
丹
十
八
日
、
十
一
月
七
日
、

十
二
月
十

L
日大

き
く
な

事
故
ゼ
ロ
を
、
交
通
安
全
祈
願
祭

春
巳
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
六
日

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ゼ
ロ
再
死
亡
事
故

が
、
こ
と
し
す
で
に
一
件
発
生
し
て
お
り
、

今
後
の
無
事
故
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

=広報=

トヒベyクス

今
金
保
育
所
で
入
所
式

春
ら
し
く
カ
ラ
y
と
晴
れ
上
が
っ
た

五
目
、
お
か
あ
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て

厄
気
に
入
所
。

ま
だ
、
親
か
ら
離
れ
る
と
泣
き
だ
す

幼
児
も
い
ま
し
た
が
、
紙
し
ぱ
い
に
行
・

儀
よ
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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発
行
・
明
・

4

m

司
J

，
.
主

7

・
・

1

v

が
社
会
科
の
勉
強
の
た
め
参
加
。
ト
ラ

寸

舛

て

コ

ッ

ク

か

ら

パ

ケ

ツ

に

移

さ

れ

た

約

三

勺

に
叶
ク
の
の
稚
魚
放
流
九
日
町
日
υ
ヰ
日
目
ね

る
清
流
へ
放
し
ま
し
た
。

を
お
、
メ
y
プ
川
は
サ
ケ
、
マ
ス
資
源
を
い
っ
そ

う
増
大
す
る
た
め
、
ヤ
マ
ベ
釣
り
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
川
釣
り
を
楽
し
ま
れ
る
方
向
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

前月に比べて

人口 U，1!3 (+10) 

男 5，403(+ 1 ) 
女 5，710(+ 9) 

世帯 2，817 (十1) 

(i;月29日現曜の)
住民基本古帳人口/

?
ス
資
源
を
保
護
し
よ
う
!
と
ソ
瀬
棚
漁
業
組
合

は
、
四
月
二
十
六
日
メ
y
プ
川
に
三
万
匹
も
の
サ

ラ
?
ス
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
種
川
小
町
二
年
生
以
上
の
児
童
全
員

メ
ッ
プ
川

(町民憲章より)
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男
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町

政
払
停
日
・

ペコ

一〉

月号

'72年

fIH 直

③ 
民主主義に徹し生活を合理化して近代的なl阿にいたしましょう。


